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図書館報           

篠崎 ぷらっつ 

司書のちょっとひとこと「ＢＬＯＧしのざ記」 
篠崎文化プラザのホームページのなかの篠崎図書館のページにて、

篠崎図書館の司書が書いているブログ「ＢＬＯＧしのざ記」を更

新しています。これから行われるイベントや、現在館内で行われ

ている展示の情報、篠崎地域の情報や写真等を公開しています。

“篠崎文化プラザ”で検索して、チェックしてみてくださいね。 

特集展示とはテーマを設定し、関連資料を集めて紹介するものです。篠崎図書館では、皆様に出来るだけ多く

の本と出合って頂けるよう、大特集展示、ミニ特集展示、書架展示など、館内各所で展示を行っています。 

ぜひ、探検気分で図書館内を巡って、本との出合いをお楽しみ下さい。  

※展示している資料は貸出できます。 

夏休みと秋の読書週間の時期に、  

図書館内全体で一つのテーマを 

決めて、それに応じて各分野の書棚

で展示を行います。今年の夏のテー

マは「夏」。期間中は館内マップを  

作成し、配布します。 

一斉展示 

  （夏休み・秋ごろ） 

←館内マップ。  

   テーマによってデザ 

   インが変わります。 

 

 ぷらっつ☆篠崎で 

    紹介した本の展示 
（不定期） 

   ぷらっつ☆篠崎の特集ページで 

紹介した本を展示します。 

場所：ミニ特集 

         コーナー横 

（過去の展示例） 
・イギリス 

・チャレンジ！ハンドメイド♪ 

・快眠・快食・快便 

・３・１１から１年 

・平清盛 

入口入って左側で行っている篠崎図書館イチ押

しの特集展示。一つのテーマについて小説やＣ

Ｄも含め、多くの分野から資料を集めてご紹介し

ます。毎月工夫を凝らして装飾などを行っていま

す。展示している場所で配布している「展示資料

リスト」は、しのざき文化プラザホームページ内篠

崎図書館ページから印刷できます。 

 大特集展示 
  （月一回更新） 

場所：入り口入って左側 

 ミニ特集展示 
  （月二回更新） 

（過去の展示例） 
・ぼくたちのヒーロー 

・新旧東京案内 

・水族館へ行こう 

・女子力 

・次世代エネルギー 

・空を見上げて 

大特集展示に比べて、時事問題や季

節ものなど、より旬な話題を取り上げて

展示しています。 

場所：１５番棚カウンター側 

 図書館なら会員制有料データ

ベースが無料で利用できます。

詳しくはカウンターまで。 

（利用可能データベース） 

・聞蔵Ⅱ ビジュアル 

・日経テレコン２１ 

・ジャパンナレッジ 

・官報情報検索サービス 

・Lexis Nexis JP 

・ルーラル電子図書館 

データベースあります!!   

書棚にて、最近話題になった分野

の本をピックアップして展示してい

ます。また、スタッフおすすめの本

や書評で紹介された本などを表紙

を見せて紹介しています。 

 書架展示ほか 

  （不定期） 

←書架展示中の棚   

  には旗が立ちます。  

  旗を目印に探して 

  みてください。 
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焼け野原に残った 

「江戸川区政５０年史」      江戸川区区政情報室区史編纂室／編   K1-21   篠崎ほか所蔵 
「江戸川区の史跡と名所」    学習・スポーツ振興課文化財係／編     K1-29   篠崎ほか所蔵 
 

 小松川健康サポートセンターとさくらホールに囲まれる

ように、交差点角にひっそりと建っている古い建物を今

回はご紹介します。 

 江戸川区の前身である南葛飾郡役所は小松川町にお

かれていました。庁舎北隣に建てられたのがこの2階建

ての建物で、文書庫として利用され、昭和7年の江戸川

区誕生後は庁舎・文書庫共に建物はそのまま引き継が

れました。昭和20年3月10日の東京大空襲での江戸川

区の被害は、小松川・平井・逆井地区が特に大きく、ほ

とんどの建物が焼失してしまいました。木造の本庁舎も

焼け落ちたなか、コンクリート造りのこの文書庫だけが焼

け残ったのです。 

 戦後しばらくは放置されていましたが区民からの要請 

今年の夏こそ腹筋を割って、やる時はやる男になります。（風雲ふわ

ふわ丸）／ある日の某新聞スポーツ欄より“ノリ爆発、番長援

護”……なんか活字だけだと面白いですね。（ジーク・信玄）／全体

に痩せることは諦め、部分痩せに凝っています！（愛燦燦）／野球観

戦が好きです。打って走って投げて……。見ているとなぜか癒されま

す。（まろにえ船長） 

参考資料 

スタッフのセレクション！ 第２５回 篠崎図書館で働くスタッフが選んだ 
おすすめ本を紹介します。 

「銭湯へ行こう｣  
 町田忍編著 ＴＯＴＯ出版 383マ  西葛西所蔵  

を受けて、江戸川区は文書庫の保存を決定し、平成元

年には補修工事が終了しました。毎年3月10日にはこの

場で追悼式が催され、各世代の参加者が集います。終

戦から67年目を迎えるこの夏。戦争の惨禍を繰り返すこ

との無いよう、平和の尊さを文書庫は今も訴えています。 

 

平成３年に建立された 

「世代を結ぶ平和の像」 

 銭湯が好きです。450円の小さな贅沢。子供の頃は内

風呂がなくて通ったけど、今は時々大きな湯船につかり

たくて行く。たまには少し遠出して知らない町にも行って

みる。そんなふうに楽しむことを教えてくれたのが、町田

忍さんの著書だ。その中で原点ともいえる最初の本「銭

湯へ行こう」を紹介します。 

 表紙をめくるとあらわれるのは、大勢の幼稚園児が銭

湯の洗い場にならんで背中の流しっこをしている写真。

次のページでは湯につかって笑顔をみせている。湯船

は園児たちでいっぱいだ。そう、銭湯は老いも若きも庶

民みんなの社交場だった。 

 全国の銭湯行脚をして集めた写真には、お客さんは

写っていない。それでも想像してみてほしい。仕事のあ

との汗を流してさっぱり顔の人、熱い湯につかってうなる 

人、水を出しすぎてよその大人に怒られる子供、顔見知

りはお互いの背中を流しっこする。そんなにぎやかな光

景。 

  それぞれに意匠をこらした建物、木製の下足箱、番台、

脱衣所の格子天井、浴室壁面のペンキ画の富士山、浴

室の明かりとりの大きな窓。一枚一枚丁寧に撮って解説

を入れている。10年間各地をまわり、時代の移り変わりと

共に失われていく銭湯を記録したこの本は、氏の並々な

らぬ熱意と愛情であふれている。 

 「いいお湯でした、ごゆっくり。」「はい、おやすみなさ

い。」今日もどこかでそんな会話が交わされているだろう。

氏曰く、「暖簾の先は極楽浄土」。どうかいつまでもつづ

きますように。 

 

江戸川区区政

情報室区史編

纂室／編 

江戸川区教育

委員会事務局

生涯学習課文

化財係／編 

“元江戸川区役所文書庫” 

近付くと生々しい焼け跡が 

  分かります。 


